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(百万円未満切捨て)

１．2022年７月期第２四半期の連結業績（2021年８月１日～2022年１月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年７月期第２四半期 23,523 － 612 － 552 － 353 －

2021年７月期第２四半期 － － － － － － － －
(注) 包括利益 2022年７月期第２四半期 354百万円( －％) 2021年７月期第２四半期 －百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年７月期第２四半期 238.32 235.34

2021年７月期第２四半期 － －
　

（注）2021年７月期第２四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため、2021年７月期第２四半期の数
値及び対前年同四半期増減率並びに2022年７月期第２四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年７月期第２四半期 13,466 5,614 41.7

2021年７月期 12,117 5,334 44.0
(参考) 自己資本 2022年７月期第２四半期 5,612百万円 2021年７月期 5,334百万円
　

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首か
ら適用しており、2022年７月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっ
ております。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年７月期 － 0.00 － 51.50 51.50

2022年７月期 － 0.00

2022年７月期(予想) － 51.50 51.50

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年７月期の連結業績予想（2021年８月１日～2022年７月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,721 18.4 1,502 23.1 1,405 21.7 969 29.9 654.53
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料Ｐ.９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会
計方針の変更）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年７月期２Ｑ 1,482,950株 2021年７月期 1,481,500株

② 期末自己株式数 2022年７月期２Ｑ －株 2021年７月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年７月期２Ｑ 1,482,551株 2021年７月期２Ｑ －株
　

（注）2021年７月期第２四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため、2021年７月期第２四半期の期
中平均株式数を記載しておりません。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項については、(添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想な
どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が続く中で、ワクチン普及の

進展によって経済活動正常化の動きも見られましたが、新たな変異株の発生に加えて、人手不足等による米国の物価

上昇及びこれに伴う金利の引き上げ機運、ロシアとウクライナの緊張激化による資源価格高騰等、世界経済において

は懸念材料が数多く存在し、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループが所属する不動産業界の中古マンション市場においては、公益財団法人東日本不動産流通機構による

と、2022年１月時点で成約価格は20か月連続前年同月を上回っている一方、成約件数においては、同月は2,760件

（前年同月比20.7%減）と前年同月を大幅に下回っており、今後の市場動向には注視が必要であると言えます。

このような市場環境の中、当社グループとしては、取扱不動産のエリア、販路、種類を積極的に拡大しつつ、特に

中古マンションの買取りを一層強化してまいりました。また、ウェブによる商談及びセミナー開催、並びにIT重説の

積極的な実施等、非対面接客を積極的に取り入れ、不動産取引におけるDX化を推進すべく様々な取り組みを継続的に

行ってまいりました。

また、経営成績の一層の拡大に向けた拠点整備を積極的に進めており、2021年12月には福岡支店を新たに開設いた

しました。今後は、2022年５月に大阪支店の増床移転を、2022年中に本社および横浜支店の増床をそれぞれ計画して

おり、取扱不動産及び人員採用の一層の強化のために、各拠点の規模拡大を積極的に進めてまいります。

これら経済状況及び当社グループの取組みの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は23,523百万円、営業利益

は612百万円、経常利益は552百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は353百万円となりました。

各セグメント別の概略は以下のとおりであります。

　 （不動産売買事業）

不動産売買事業におきましては、当第２四半期連結累計期間の「買取販売」及び「買取リフォーム販売」件数

は1,815件、「仲介」件数は648件となりました。これら取引件数の構成比率を取扱不動産の種別でみると、「ワ

ンルームタイプ」61％、「ファミリータイプ」39％となりました。また同様に築年数別でみると、「築古」74％、

「築浅」26％となりました。売上高の構成比率を販売先の属性別でみると、不動産業者向け55％、個人向け37％、

法人向け８％となりました。

その結果、セグメント売上高は23,183百万円、セグメント利益は1,625百万円となりました。

※ 当社グループは、中古マンションを直接仕入れ、販売を行うケースを「買取販売」及び「買取リフォーム販

売」とし、当社グループが売主と買主の仲介会社となるケースを「仲介」に区別しており、さらに取扱不動産の

床面積（30㎡未満：「ワンルームタイプ」、30㎡以上：「ファミリータイプ」）、築年数（築20年以内：「築

浅」、築20年超：「築古」）の区分で管理しております。

　 （不動産賃貸管理事業）

不動産賃貸管理事業におきましては、当第２四半期連結累計期間の賃貸管理戸数が前連結会計年度末から391件

増加し、管理総戸数は5,975戸となりました。

その結果、セグメント売上高は339百万円、セグメント利益は85百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は10,382百万円となり、前連結会計年度末に比べ708百万円増加

しております。主な要因は、販売用不動産の増加1,904百万円、前渡金の増加56百万円、現金及び預金の減少

1,266百万円によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における固定資産は3,083百万円となり、前連結会計年度末に比べ640百万円増加

しております。主な要因は、賃貸用不動産の取得による土地の増加248百万円及び建物の増加211百万円、新シス

テム構築によるソフトウエア（ソフトウエア仮勘定を含む）の増加134百万円、敷金及び保証金の増加22百万円に

よるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は5,317百万円となり、前連結会計年度末に比べ768百万円増加

しております。主な要因は、短期借入金の増加1,059百万円、未払金の減少136百万円、未払法人税等の減少135百

万円によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における固定負債は2,534百万円となり、前連結会計年度末に比べ300百万円増加

しております。主な要因は、長期借入金の増加297百万円、社債の減少13百万円によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は5,614百万円となり、前連結会計年度末に比べ280百万円増加し

ております。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上353百万円及び配当金の支払76百万円に伴う

利益剰余金の増加274百万円によるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と

比べ1,326百万円減少し、1,970百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の減少は1,881百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益の計上556百

万円があった一方で、販売用不動産の仕入強化に伴うたな卸資産の増加1,912百万円、法人税等の支払額318百万

円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は696百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出497百万円

及び無形固定資産の取得による支出149百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の増加は1,251百万円となりました。これは主に、短期借入金の純増加額1,059百万円及び

長期借入れによる収入480百万円があった一方で、長期借入金の返済による支出161百万円があったことによるも

のであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点における2022年７月期の連結業績予想につきましては、2021年９月10日付「2021年７月期 決算短信〔日

本基準〕(連結)」で公表いたしました通期の連結業績予想及び配当予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,946,986 2,680,859

売掛金 24,539 20,847

販売用不動産 5,108,430 7,013,194

未成工事支出金 76,733 84,438

前渡金 409,092 466,055

前払費用 99,106 102,527

その他 26,369 31,739

貸倒引当金 △16,730 △16,730

流動資産合計 9,674,527 10,382,932

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 681,942 892,987

工具、器具及び備品（純額） 42,882 42,851

土地 932,012 1,180,893

リース資産（純額） 12,792 10,108

建設仮勘定 － 3,300

有形固定資産合計 1,669,629 2,130,140

無形固定資産

ソフトウエア 181,462 178,161

ソフトウエア仮勘定 124,090 261,943

その他 400 400

無形固定資産合計 305,954 440,505

投資その他の資産

長期前払費用 57,397 76,023

敷金及び保証金 286,964 309,904

繰延税金資産 98,342 101,476

その他 36,752 37,851

貸倒引当金 △12,450 △12,450

投資その他の資産合計 467,007 512,805

固定資産合計 2,442,591 3,083,452

資産合計 12,117,118 13,466,384
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 10,130 27,290

短期借入金 1,738,786 2,797,884

１年内償還予定の社債 50,500 26,000

１年内返済予定の長期借入金 239,974 260,736

リース債務 4,463 2,738

未払金 694,472 558,354

未払法人税等 360,800 225,729

前受金 280,244 319,878

預り金 672,571 684,052

預り保証金 263,969 286,512

賞与引当金 25,793 29,074

その他 207,620 99,082

流動負債合計 4,549,326 5,317,333

固定負債

社債 53,000 40,000

長期借入金 1,762,544 2,059,927

リース債務 9,496 8,308

退職給付に係る負債 34,914 41,276

資産除去債務 169,922 178,561

賃貸事業預り敷金 203,402 206,657

その他 500 －

固定負債合計 2,233,781 2,534,730

負債合計 6,783,107 7,852,063

純資産の部

株主資本

資本金 694,607 695,956

資本剰余金 594,607 595,956

利益剰余金 4,040,798 4,315,468

株主資本合計 5,330,013 5,607,380

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 1,954 3,350

退職給付に係る調整累計額 2,042 1,832

その他の包括利益累計額合計 3,997 5,183

新株予約権 － 1,756

純資産合計 5,334,010 5,614,320

負債純資産合計 12,117,118 13,466,384
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間

(自 2021年８月１日
　至 2022年１月31日)

売上高 23,523,226

売上原価 20,194,526

売上総利益 3,328,699

販売費及び一般管理費 2,716,020

営業利益 612,679

営業外収益

受取利息 17

違約金収入 17,852

その他 2,954

営業外収益合計 20,824

営業外費用

支払利息 29,702

違約金 13,382

支払手数料 23,310

支払保証料 3,914

その他 11,047

営業外費用合計 81,357

経常利益 552,146

特別利益

固定資産売却益 4,542

特別利益合計 4,542

税金等調整前四半期純利益 556,689

法人税、住民税及び事業税 205,378

法人税等調整額 △2,004

法人税等合計 203,374

四半期純利益 353,314

親会社株主に帰属する四半期純利益 353,314
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間

(自 2021年８月１日
　至 2022年１月31日)

四半期純利益 353,314

その他の包括利益

為替換算調整勘定 1,396

退職給付に係る調整額 △210

その他の包括利益合計 1,186

四半期包括利益 354,501

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 354,501
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間

(自 2021年８月１日
　至 2022年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 556,689

減価償却費 62,547

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,280

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6,059

受取利息 △17

支払利息 29,553

社債利息 149

固定資産除売却損益（△は益） △4,542

売上債権の増減額（△は増加） 5,663

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,912,836

仕入債務の増減額（△は減少） 17,160

未払消費税等の増減額（△は減少） △116,145

その他 △180,939

小計 △1,533,380

利息の受取額 17

利息の支払額 △29,702

法人税等の支払額 △318,600

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,881,665

投資活動によるキャッシュ・フロー

担保預金の預入による支出 △100,001

定期預金の払戻による収入 40,000

有形固定資産の取得による支出 △497,393

有形固定資産の売却による収入 11,337

無形固定資産の取得による支出 △149,930

敷金及び保証金の差入による支出 △22,914

敷金及び保証金の回収による収入 63

預り保証金の受入による収入 22,543

その他 △439

投資活動によるキャッシュ・フロー △696,735

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,059,098

長期借入れによる収入 480,000

長期借入金の返済による支出 △161,855

社債の償還による支出 △37,500

株式の発行による支出 △5,172

新株予約権の発行による収入 118

新株予約権の行使による株式の発行による収入 2,697

上場関連費用の支出 △7,031

配当金の支払額 △76,297

リース債務の返済による支出 △2,912

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,251,143

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,129

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,326,128

現金及び現金同等物の期首残高 3,296,978

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,970,850
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時

点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、従来、媒介した不動産売買契約が成立した時点で認識していた不動産仲介手数料について、媒

介契約により成立した不動産販売契約に関する物件が引き渡された時点で収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりま

す。

この結果、従前の会計基準を適用した場合と比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高、営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ838千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は

2,347千円減少しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会

計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これにより四半期連結財

務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報）

　 当第２四半期連結累計期間(自 2021年８月１日 至 2022年１月31日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　 (単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益計
算書計上額
（注）２

不動産
売買事業

不動産
賃貸管理事業

計

売上高

　顧客との契約から
　生じる収益

23,089,154 272,653 23,361,808 － 23,361,808

　その他の収益 94,842 66,575 161,417 － 161,417

　外部顧客への売上高 23,183,996 339,229 23,523,226 － 23,523,226

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

668 33,190 33,858 △33,858 －

計 23,184,665 372,420 23,557,085 △33,858 23,523,226

セグメント利益 1,625,568 85,314 1,710,882 △1,098,203 612,679

（注）１ セグメント利益の調整額△1,098,203千円には、セグメント間取引消去△30,338千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△1,067,864千円が含まれております。全社費用は主に管理部門の一般管理費であ

ります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　


